
臼
井
勝
美
先
生
の
退
官
に
あ
た
り

臼
井
勝
美
先
生
は
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
三
月
末
日
を
以
て
定
年
退
官
を
迎
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
一
同
に
と
っ
て
は
、
惜
別
の
情
ま
こ
と

に
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
先
生
は
そ
の
温
厚
な
人
柄
に
加
え
て
、
鋭
く
し
か
も
公
平
無
私
の
判
断
力
を
も
っ
て
、
社
会
科
学
系
の
同
僚
教

官
の
厚
い
信
頼
を
集
め
て
こ
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
六
年
か
ら
二
年
間
、
先
生
は
社
会
科
学
系
長
を
勤
め
ら
れ
名
学
系
長
の
芦
が
挙
っ
た
の

は
記
憶
に
新
し
い
。
政
治
学
専
攻
教
官
の
間
に
あ
っ
て
は
、
終
始
最
長
老
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
良
き
先
輩
教
授
、
良
き
相
談
相
手
、
加

え
て
良
き
欽
み
仲
間
と
も
な
っ
て
下
さ
っ
た
。
先
生
は
常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
人
に
接
す
る
に
控
え
目
な
姿
勢
を
崩
さ
れ
ず
、
後
輩
教

宮
が
の
び
の
び
と
自
由
に
活
動
す
る
雰
由
気
を
つ
く
ら
れ
た
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
一
同
改
め
て
深
き
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

先
生
は
昭
和
五
十
年
四
月
に
本
学
に
着
任
さ
れ
た
が
、

ζ

の
十
三
一
年
と
い
う
在
任
の
時
期
は
、
筑
波
大
学
の
形
成
と
発
展
の
時
代
で
も

あ
っ
た
。
初
期
に
は
、
荒
野
の
真
只
中
に
体
芸
棟
の
み
が
ぽ
つ
ね
ん
と
立
ち
、
そ
の
他
の
校
舎
は
急
ピ
ッ
チ
の
建
造
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。
一
雨
が
降
れ
ば
長
靴
が
必
需
品
に
な
る
泥
淳
と
化
し
、
筑
波
大
学
は
物
理
的
存
在
と
し
て
よ
り
も
、
理
念
の
中
に
存
在
し
て
い
た
。
つ

い
で
、
道
絡
が
舗
装
さ
れ
、
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
、
新
し
い
大
学
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
貌
が
現
れ
た
。
こ
の
間
、
社
会
科
学
系
の

中
の
政
治
学
専
攻
も
、
誠
に
遅
々
た
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
小
規
模
な
が
ら
そ
れ
な
り
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
研
究
と
教
育
の
教
官
集
団

に
、
成
長
す
る
と
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
外
交
史
学
界
に
お
け
る
最
高
権
威
の
一
人
で
あ
り
、
激
密
な
実
証
主
義
の
精
神
と
鋭
い
論
理

白
井
勝
美
先
生
の
退
官
に
あ
た
り



的
分
析
力
に
基
い
て
、
多
く
の
優
れ
た
研
究
業
絞
を
発
表
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
金
百
一
』
上
下

(
原
書
倍
、
昭
和
三
十
年
)
、
『
白
中
戦
争
』
(
中
公
新
書
、

昭
和
四
十
三
年
)
、
『
日
中
外
交
史
!
北
伐
の
時
代
』
(
塙
喜
一
日
、
昭
和
四
十
六

年
)
、
『
日
本
と
中
国
i
大
正
時
代
』
(
原
書
房
、
昭
和
四
十
七
年
三
『
満
州
事
変
』
(
中
公
新
書
、
昭
和
四
十
九
年
)
、
円
中
国
を
め
ぐ
る
近

代
日
本
の
外
交
』
(
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
八
年
)
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
国
際
政
治
学
会
の
理
事
を
勤
め
ら
れ
る
ほ
か
、

ア
メ
ワ

カ
の
日
本
外
交
史
の
研
究
分
野
の
学
者
た
ち
と
の
共
同
研
究
も
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
北
京
に

訪
問
教
授
と
し
て
滞
在
さ
れ
、
日
本
外
交
史
を
講
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
学
外
で
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
ら
れ
て
い
る
。
本
学
で
の
教
育
面
で

は
、
先
生
は
主
と
し
て
日
本
政
治
外
交
史
に
関
連
す
る
講
義
を
担
当
さ
れ
た
が
、
受
諮
し
た
学
生
た
ち
は
、
先
生
の
い
わ
ば
時
・
分
き
ざ

み
と
も
い
う
べ
き
詳
細
で
臨
場
感
に
溢
れ
る
講
義
に
魅
了
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
c

し
か
も
、
時
に
は
学
生
た
ち
と
痛
飲
し
て
鶏
鳴
に
及
ぶ

ζ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
本
学
に
と
っ
て
、
先
生
の
御
退
官
に
よ
る
研
究
、
教
育
部
で
の
損
失
を
補
う
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。

日
弁
先
生
は
、
大
正
十
三
年
十
一
月
四
日
に
栃
木
市
で
出
生
さ
れ
た
後
、
東
京
に
お
い
て
成
長
さ
れ
、
旧
制
東
京
高
等
学
校
を
経
て
、

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
外
務
省
外
交
史
料
館
を
研
究
者
と
し
て
の
出
発
点
と
さ
れ
た
後
、
九
州
大
学

文
学
部
教
授
を
経
て
、
筑
波
大
学
社
会
科
学
系
教
授
と
な
ら
れ
、
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
号
は
、
先
生
の
退
官
記
念
号
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
強
い
御
希
望
に
よ
っ
て
、
通
常
の
退
官
記
念
号
の
形
式

を
と
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
・
た
。
そ
れ
に
代
っ
て
、

の
玉
稿
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
こ
の
場
所
を
借
り
て
先
生
の
研
究
業
績
、
経
歴
の

一
端
を
略
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

日
井
先
生
は
、
一
ニ
月
一
末
日
を
以
っ
て
筑
波
大
学
を
去
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
長
ら
く
の
梅
努
力
と
御
高
配
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
殺
し
き
友
人
と
し
て
、
ま
た
学
会
の
先
輩
で
がJ

る
と
と
も
に
仲
間
と
し
て
、
末
永
い
御
友
誼
を
賜
わ
る
よ
う
わ
れ
わ
れ
一
同
御



願
い
申
し
上
げ
た
い
。
先
生
一
の
こ
れ
か
ら
の
御
健
勝
と
研
究
の
増
々
の
御
発
展
を
、
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

政
治
学
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官
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